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私達の根本的な信条と主要な教義

１．聖書の言葉

　　私達は、聖書は霊感された神の御言葉であり、私達の創造主である神によって、「私たちの足の灯、私たちの道の光｣(詩篇119:105）となるように与えられたものであると信じています。聖書の言葉は、昔の聖徒達が、神の聖霊によって霊感された時に語ったり、また書いたりした神聖な啓示であると断言します。そうして書かれたものは、神によって定められた基礎であり、また信仰と実践の導き手でもあります。「聖書は、すべて神の霊感を受けて書かれたものであって、人を教え、戒め、正しく、義に導くのに有益｣(第２テモテ3:16）であるという真実を堅く信じている私達は、聖書の言葉を勉強し、暗記し、それに従うよう努力しています。というのも、聖書の言葉の知識や、その教えに対する忠実さを通して、私達の信仰と知恵と力が増し加わるようにです。

　　聖書に表された神の言葉は、私達の全ての信条とその実践の土台であり基礎です。御言葉は、魂を養い強めるものであり、私達の頼みの綱なのです。その信条は、私達が子供達に与える知識の基盤であり、その真実は、私達が他の人々に与える証しにおける基礎です。聖書は確かに知識の宝庫であって、私達は知識の源としても聖書を使いますが、それよりも遙かに重要なのは、祈り深く聖書を読むことによって、「神の性質にあずかる者」（第２ペテロ1:4）となり、生きた御言葉であるイエスと交わることです。「わたしがあなたがたに話した言葉は霊であり、また命である。」（ヨハネ6:63）（またマタイ24:35、ローマ15:4、第２ペテロ1:19-21、ヨハネ8:31,32、第１ヨハネ2:5、ローマ10:17、詩篇119:99,100、エレミヤ15:16、第２テモテ2:15、3:15、4:2、ヨハネ1:1,14も参照して下さい。）

２．神

　　全知全能で、遍在し、目に見えない愛の霊であり、また宇宙とその中にある、全ての物の創造主であり、最高の支配者であられる、唯一の永遠の神の内に、私達は確固たる信仰をおいています。私達は、区別出来るけれども別々に分ける事の出来ない三つの人格、父と御子と聖霊の三位一体を信じています。（イザヤ43:10,11、ヨハネ4:24、第１テモテ1:17、第１ヨハネ4:8、5:7を参照。）

３．創　造

　　私達は、聖書に記されている創造が、創世記に書かれてあるように、文字通り起こったこととして受け入れられるべきであり、それが寓話でも、また比喩でもないことを信じています。すなわち天と地が混沌から偶然の産物として出来たのではなく、神御自身が天と地を創造されたという事をです。私達はまた、創造の第６日目に、神が御自分のかたちに人を創造され、命の息を人に吹き込まれたと信じています。人は生きた者となり、神によって創造されたのであり、進化論でいうところの成り行きによって創造されたのではありません。私達はまた、神の目に見える創造物は、目に見えない神の存在を明確に証しするものであると信じています。私達の創造主として、神は感謝を受けるに値する方であり、その被造物である私達から敬意と従順を受けるのにふさわしい方なのです。（創世記1:1、ローマ1:20、詩篇33:6-9、エレミヤ32:17を参照。）

４．人間の堕落

　　人間は、その創造主によって罪のない者として創造されたと私達は信じていますが、サタンの誘惑によって、人間は自ら罪を犯し、罪のない幸福な状態から堕落したのです。そしてその結果として人間は皆、今では罪びとであり、イエス・キリストの救いの力を持たない限り義に達することなど全く出来ないと私達は信じています。（創世記３章、ローマ5:12-21を参照。）

５．神の御子、イエス・キリスト

　　私達の主イエス・キリストは神の御子であり、神によって奇跡的に処女マリヤに身ごもられ、そして奇跡的に生まれたのであり、その生涯において罪を犯されたことはなく、その死を通して、この世の罪を完全にあがなうための身代わりとなられたのだと、私達は信じています。－－不義な人々の身代わりとして御自分を捧げ、そして死なれた義人なのです。イエス・キリストは、神と人間との仲介者であり、御自分を罪びとへの唯一の贖罪（しょくざい）として与えられた方だと、私達は断言します。イエス・キリストが肉体的に復活され、自分の民を永遠に取りなすために、その後、彼の体は天に引き上げられたのです。そして間もなく、イエス・キリストは、御自身の王国を建てられるために、また生きている者と死んだ者とを裁くために、力と大いなる栄光の内に、この世の誰もがはっきりと分かるように、再び戻って来られると私達は信じています。（第１テモテ3:16、ピリピ2:5-11、ヘブル4:14､15、第２コリント5:21、第１ペテロ2:24､25、ローマ1:3,4、マタイ28:18、使徒行伝1:9-11を参照。）

６．救いへの道

　　全ての人は本質的に罪びとなのですが、「神はそのひとり子を賜わったほどに、この世を愛して下さった。それは御子を信じる者がひとりも滅びないで、永遠の命を得るためである。」（ヨハネ3:16）と私達は信じています。ですから、イエス・キリストを通して、罪のための神の赦しを個人的に受け入れた人々は全て、その罪が赦され、神と和解したことになり、神の御前に永遠に生きるようになると私達は信じています。

　　人間に対する救いは、全て恵み［神の愛と憐れみ］によるのであり、神の御子イエス・キリストの仲裁によって与えられると、私達は信じています。イエス・キリストは、失われた者に無限の愛を示すために、自らの意志でその父の御旨に従い、また私達の罪を取り除くことの出来る唯一の者、神によって捧げられた犠牲の小羊となられたのです。

　　救いに関する以下の聖書の言葉が真実であることを、私達は堅く信じます。

　　ａ）人間は全て罪びとであり、救いを極度に必要としている。「すなわち、全ての人は罪を犯したため、神の栄光を受けられなくなっている。」（ローマ3:23）「罪の支払う報酬は死である。しかし神の賜物は、わたしたちの主キリスト・イエスにおける永遠のいのちである。」（ローマ6:23）（ローマ3:10、第１ヨハネ1:8も参照して下さい。）

　　ｂ）救いはただ恵みにより与えられる。そして誰も良い行い、あるいは単に自分で働くことによって神の子になれるのではありません。「あなたがたの救われたのは、実に、恵みにより、信仰によるのである。それは、あなたがた自身から出たものではなく、神の賜物である。決して行いによるのではない。それは、だれも誇ることがないためなのである。｣(エペソ2:8､9）「わたしたちの行った義のわざによってではなく、ただ神のあわれみによって、再生の洗いを受けた。」（テトス3:5）

　　ｃ）救いは、イエス・キリストによってだけ得ることが出来ます。「わたしは道であり、真理であり、命である。だれでもわたしによらないでは、父のみもとに行くことはできない。」（ヨハネ14:6）　「神は唯一であり、神と人との間の仲保者もただひとりであって、それは人なるキリスト・イエスである。｣(第１テモテ2:5）（使徒行伝4:12、第１ヨハネ5:12も参照。）

　　ｄ）私達は、私達の心と人生の内に、イエス・キリストを個人的に受け入れ、また彼を信じることによって救われるのです。そうすることによって、私達は霊的に再生され、「新しく生まれ変わる」のです。「彼［イエス］を受けいれた者、すなわち、その名を信じた人々には、彼は神の子となる力を与えたのである。」（ヨハネ1:12､13）　「だれでも新しく生れなければ、神の国を見ることはできない。肉から生れる者は肉であり、霊から生れる者は霊である。あなたがたは新しく生れなければならないと、わたしが言ったからとて、不思議に思うには及ばない。」（ヨハネ3:3､6､7）（ヨハネ11:25と26も参照。）

　　ｅ）一度救われたなら、信者達は永遠に救いを保つことになる。それは、キリストにおける信仰によって、霊的に新しく生まれ変わった人々が皆得ることの出来る特権だと、私達は信じています。人々は、イエス・キリストを救い主として受け入れたその日から、救いが完全に保証されているのです。信者達が恵みによって救われたのと同様に、信者達は恵みによってささえられてさえいるのです。「救いにあずかるために、信仰により神の御力に守られているのである。」（第１ペテロ1:5）「神の賜物は、永遠のいのちである。」（ローマ6:23）そして永遠のものは果てしなく続くのです。ですから、子羊の血によって清められ、救われた人は、神によって買い取られたのであり、永遠に受け入れられたのですから、失われることはありません。「父がわたしに与えて下さる者は皆、わたしに来るであろう。そして、わたしに来る者を決して拒みはしない。」（ヨハネ6:37）「わたしは、彼らに永遠の命を与える。だから、彼らはいつまでも滅びることがなく、また、彼らをわたしの手から奪い去る者はない。」（ヨハネ10:28) 「御子を信じる者は永遠の命をもつ。」(ヨハネ3:36)

　　（無償の贈り物である永遠の命を与えられ、神に救われた魂は、決して失われることはないと私達は信じていますが、これは信者が罪を犯してもいいという意味ではありません。神は、御自分の子供達の罪を見逃すことの出来ない、聖なる、義なる父であられるので、子供達が繰り返し罪を犯すなら、神は子供達を懲らしめ、戒められるのです。「主は愛する者を訓練し、受けいれるすべての子を、むち打たれるのである…いったい、父に訓練されない子があるだろうか。」（ヘブル12:6､7）

７．聖　霊

　　聖霊は、「罪と義とさばきとについて、世の人の目を開く」（ヨハネ16：8 ）ために父の御元から下って来たと、私達は信じています。聖霊は、神の任務を実行する力であり、信者達はそれによって新しく生まれ変わり、教えられ、指示を受け、霊感されるのであり、また神が与えられた任務を遂行するための力が聖霊によって与えられると私達は信じています。そして信者達は皆、聖霊で満たされるべきなのです。「むしろ御霊に満たされる。」（エペソ5:18）　聖霊はまた、「助け主（あるいは慰め主）」としても知られていて、母親のように、新しく生まれ変わった神の子供を愛し、育て、慰めるのです。（またヨハネ3:5-8、14:15-18,26,15:26、16:7-11、7:38,39、使徒行伝1:8も参照｡)

８．聖霊によるバプテスマ（洗礼）

　　聖霊によるバプテスマ、つまり、聖霊に完全に満たされることは、愛のバプテスマだと私達は信じています。「神は愛である。」（第１ヨハネ4:8）そして、聖霊を神にただ求める信者達は皆、それを自由に手に入れることが出来るのであり、そして聖書の言葉にあるように、それはしばしば他の信者達が「手を頭に置いた」後で与えられたのです。聖霊によるバプテスマの主要な目的は、他の人々にイエス・キリストの福音を証しする力を信者に与えることです。「聖霊があなたがたにくだる時、あなたがたは力を受けて、わたしの証人となるであろう。」（使徒行伝1:8）聖霊の役割はこの他にも、信者を全ての真実に導き、イエスが言われたことを全て信者に思い起こさせることや、信者の祈りを助けることなどがあります。（ルカ11:9-13、使徒行伝8:15-17、使徒行伝1:8、ルカ4:18、 ガラテヤ5:22,23、ヨハネ14:16,26、ローマ8:26,27を参照。）

９．霊の賜物

　　聖霊による洗礼を受けた信者は、第１コリント12章にある、様々な霊の賜物に預かる特権があると、私達は信じています。神は、異なった人々に異なった賜物を、その人々の特定の仕事と、その人々に対する神の御旨に応じて与えられると私達は信じています。「霊の賜物は種々あるが、御霊は同じである。務は種々あるが、主は同じである。働きは種々あるが、すべてのものの中に働いてすべてのことをなさる神は、同じである。各自が御霊の現れを賜わっているのは、全体の益になるためである。すなわち、ある人には御霊によって知恵の言葉が与えられ、ほかの人には、同じ御霊によって知識の言、またほかの人には、同じ御霊によって信仰、またほかの人には、一つの御霊によっていやしの賜物、またほかの人には力あるわざ、またほかの人には預言、またほかの人には霊を見わける力、またほかの人には種々の異言、またほかの人には異言を解く力が、与えられている。すべてこれらのものは、一つの同じ御霊の働きであって、御霊は思いのままに、それらを各自に分け与えられるのである。」（第１コリント12:4-11）

　　これらの賜物は皆、天の父からその子供達に自由に与えられると、私達は確信しています。それらの賜物が、会衆に対して、男女両方のメンバーによって自由に実践され、また使われるためであり、そして信者達の「体」がそれによって強められ、励まされ、養われるためなのです。「このように、あなたがたは悪い者であっても、自分の子供には、良い贈り物をすることを知っているとすれば、天にいますあなたがたの父はなおさら、求めてくる者に良いものを下さらないことがあろうか。」（マタイ7:11）（ヨエル2:28､29､使徒行伝2:17､18も参照。）

１０．御霊の実

　聖霊で満たされたクリスチャンは、聖書の言葉にあるように、御霊の実である愛、喜び、平和、寛容、慈愛、善意、信仰、柔和、自制を現すべきだと私達は信じています。（ガラテヤ5:22,23、エペソ5:9、ヤコブ3:17,18を参照。）

１１．天　使

　　神は、天使として知られている罪のない霊的な存在である、おびただしい天使の一団を創造されたと、私達は信じています。（天使という言葉は、文字通り『使者』という意味です。）天使達は、主が人間を見守るように任命された、力強い不滅の存在で、特に神の人々を守り、仕えるために任命されたのです。「御使いたちはすべて仕える霊であって、救いを受け継ぐべき人々に奉仕するため、つかわされたものではないか。」（ヘブル1:14）　天使達は一般的に目で見ることは出来ませんが、人間の姿で現れたり、物体化することが出来ます。また私達が気付かない内に、人々の間を歩くことさえ出来るのです。そういう訳で、神の御言葉は、私達にこう言っているのです。「旅人をもてなすことを忘れてはならない。このようにしてある人々は、気づかないで御使い達をもてなした。」（ヘブル13:2）（詩篇34:7、91:11,12、列王紀下6:15-18、創世記19:1-2、士師記6:11-22、13:2-21も参照。）

１２．霊達と、他界した聖徒達

　　天使の仕える霊達に加えて、神は時折、その民にメッセージを伝えるために他界した聖徒の霊達を使われる事を私達は信じます。この事の聖書からの証明は、他界した預言者、モーセとエリヤの霊が現れイエスと話をした、変容の山の話や、他界した預言者サムエルの霊がサウル王に現われた話や、黙示録の書で、神からつかわされた天のメッセンジャーが、未来のミステリーについて聖ヨハネに明らかにした話に見つけることができます。「これらのことを見聞きした者は、このヨハネである。わたしが見聞きした時、それらのことを示してくれた御使の足もとにひれ伏して拝そうとすると、彼は言った、『そのようなことをしてはいけない。わたしは、あなたや、あなたの兄弟である預言者たちや、この書の言葉を守る者たちと、同じ僕仲間である。ただ神だけを拝しなさい。』」（黙示録22:8,9）（ルカ9:28-33、サムエル記上28:13-20、黙示録19:10、ヘブル12:1、22-24も参照して下さい。）

１３．サタンと悪鬼達

　　「ルシファー、暁の子」（イザヤ14:12）と呼ばれ、大天使の中でも最も力があった天使の一人が、プライドと、嫉妬と、野望のために罪を犯して堕落し、あらゆる正義に対する非道の敵であるサタン［悪魔］となった、と私達は信じます。大勢の天使達がサタンの不道徳な堕落に従っていき、悪鬼や、邪悪な霊となったのであり、現在は、サタンによる悪質で神に公然と反抗する仕事を遂行するサタンの天使や、仲間として活動中なのです。サタンこそ、初めに罪を犯した者であると私達は信じます。そしてサタンこそ、その巧妙さによって、人類の一番初めの先祖であるアダムとイブが罪を犯すように誘惑し、導き、罪のない状況から堕落させた者であると私達は信じます。それによって、アダムとイブ、またその子孫を自分の支配下においたのです。その支配はただ神の力によってのみ打ち破ることができるのです。サタンの邪悪な霊達は、現在大勢の人々に取りついており、世界で洪水のように起こっている恐ろしい猛威をふるう犯罪の多くの張本人です。

　　私達はサタンを、神と人類に対する、公然とした敵であると考えます。サタンは強奪する者であり、今や、汚れた「この世の神」として支配しているのです。（第２コリント4:4）　サタンはハルマゲドンの戦いにおけるキリストの再臨の時に、完全に打ち負かされ、その時から千年の間、つなぎおかれ、底知れぬ穴に投げ込まれるのです。その後、「諸国民を惑わす」ために「しばらくの間だけ」解放されるのです。（黙示録20:1-3,8）その後で、「火と硫黄との池に投げ込まれ、世々限りなく［時代に次ぐ時代の間］日夜、苦しめられる」のです。（黙示録20:1-3,10）（イザヤ14:12-15、第１ペテロ5:8、黙示録12:7-9も参照して下さい。）

１４．霊的な戦争

　　私達は、激しい霊的な戦争を交戦中だと信じます。それゆえに私達は神の戒めに従い、イエス・キリストの素晴らしい福音を出来る限り多くの人々に宣べ伝えようとしているのです。「彼らの目を開き、彼らをやみから光へ、悪魔の支配から神のみもとへ帰らせ」るためです。（使徒行伝26:18）　それゆえに私達の敵である悪魔は、私達のその仕事を邪魔しようとして出来る限りの事をしているのです。このように私達は、大きな戦争の最中であり、神の天の軍勢が援護し、私達の努力を援助し、励ましている一方で、サタンとその悪鬼どもは私達を邪魔し、止めようとして戦っているのです。「わたしたちの戦いは、血肉に対するものではなく、もろもろの支配と、権威と、やみの世の主権者、また天上にいる悪の霊に対する戦いである。」（エペソ6:12）

　　それゆえ主の軍隊の兵士達は、「神の全武具で身を固め」なければならないのです。（エペソ6:11）そして神が私達に与えておられる力強い霊的な武器をうまく使いこなすことを学ばなければならないのです。特に、「御霊の剣」であり、それは「神の言葉」なのです。（エペソ6:17）「神の言は生きていて、力があり、もろ刃のつるぎよりも鋭い」からです。（ヘブル4:12）「わたしたちは、肉にあって歩いてはいるが、肉に従って戦っているのではない。わたしたちの戦いの武器は、肉のものではなく、神のためには要塞をも破壊するほどの力あるものである。」（第２コリント10:3､4）　たとえどれほどサタンや、その悪魔的な手先どもが私達に問題を起こそうとしても、私達は勝利することを確信しています。神の言葉がそう約束しているからです。「あなたがたのうちにいます（イエス）は、世にある者（悪魔）よりも大いなる者なのである。」（第１ヨハネ4:4）

１５．祈　り

　　祈りとは、神の全ての子供達と、天にいるその父との間の、きわめて重要なコミュニケーションだと私達は信じています。単なる宗教的な儀式や、霊的な行事ではないのです。祈りとは、主と直接、心と心を通わすための方法です。祈りによって、私達は神への愛を表明し、主に頼っていること、主への服従、また主の目的を達成するために主に協力したいという私達の願望を表明します。私達のグループの全員は、毎日個人的な祈りの時間を取るよう、また団結した祈りに、全員が加わるように奨励されています。神の言葉の中で、神は神を熱心に求める者の祈りを聞き、その者を祝福すると約束されています。だから「人は常に祈るべき」なのです。（ルカ18:1）（エレミヤ33:3、第１テサロニケ5:17、ヘブル11:6、ヤコブ5:16、サムエル記上12:23、歴代志上16:11、エペソ6:18）

１６．天与のいやし

　　私達の主御自身が、この地上で自ら奉仕された時、病気や病んだ体をいやされることは、主の御仕事の大きな部分を占めていたと信じています。「イエス・キリストは、きのうも、今日も、いつまでも変わることはありません。」（ヘブル13:8）　主は今でも、信仰によって主の元に来る、病んでいる人の健康を回復したいと望んでおられます。神はただ人間の魂の救いだけではなく、キリストの苦しみと、十字架でのあがないを通して、肉体的な疾患をいやして下さるのです。「その打たれた傷によって、われわれはいやされた」のです。（イザヤ53:5）　天与のいやしは、信じる者が手に入れることのできる特権なのです。

　　私達は、いやしのための信仰を、メンバーであることのテストや、信仰のテスト、または、グループへの要求事項とは考えていません。それは個人と、神との間のことなのです。いやしを受ける信仰を行使しようとする人にとって、聖句は大きな祝福ですが、しかし病いのために医療を選ぶということが非難されたり、邪魔されたりすることはありません。そのような個人の事柄に関する私達の聖句に基づいた見解とは、「あなたがたの信仰どおり、あなたがたの身になるように。」です。（マタイ9:29）（マタイ4:23,24、10:1、マルコ16:17,18、第１ペテロ2:24、マタイ8:16-17、詩篇103:3 も参照して下さい。）

１７．信者達の集い

　　同じ思いをもった信者達が集う事によって、霊的な益を豊かに得られると、私達は信じています。それゆえに、私達のコミュニティのメンバーは、ただ個人的に祈ったり、聖書を読んだり、礼拝の時間を取るだけではなく、できれば毎日、団結した祈りや、共に神の言葉を読んだり、フェローシップのミーティングをしたりすることを推奨されています。

　　聖書は私達に、「一緒に集まることをやめたりしない」ように訓戒しています。（ヘブル10:25）　ですから私達は、初代教会の見本に従うよう努力しているのです。使徒行伝の信者達は、「使徒たちの教を守り、信徒の交わりをなし、共にパンをさき、祈りをしていた」のです。（使徒行伝2:42）　そのような団結した集いの時は、単調であったり、重荷であったりはしません。それらの集いは霊的に新たにされる楽しい時なのです。それに参加する人は強められ、励まされ、高揚され、徳が高められ、主から導きや命令を受けるのです。「ふたりまたは三人が、わたしの名によって集まっている所には、わたしもその中にいるのである。」（マタイ18:20）　そして「神が光の中にいますように、わたしたちも光の中を歩くならば、わたしたちは互いに交わりをもつ」のです。（第１ヨハネ1:7）（ヘブル10:25、詩篇133:1-3 も参照して下さい。）

１８．主の晩餐、またはコミュニオン

　　　（聖餐式）

　　主の晩餐は、私達の罪のための、十字架での主の死を記念するために、キリストによって命じられたものと私達は信じます。パンとぶどう酒にあずかることで、信者達の信仰を告白します。晩餐はパンとぶどう酒からなっています。パンは、主のからだが、私達の体のいやしのためにいかに裂かれたかを象徴しています。ぶどう酒は、キリストの血が私達の罪の赦免のために流された事を象徴しています。聖書は、信者達は、キリストの再臨まで主の晩餐を定期的に行なうよう命じています。それゆえに主と霊的に一体となった者達にとっては、「主が来られる時に至るまで」主のカルバリの犠牲の記念として晩餐を行なうことは特権なのです。（第１コリント11:26）　主の晩餐に信仰によってあずかり、主のからだが私達のいやしのために砕かれたことを認めることは、私達の体のいやしにおいて効果のあるものです。「その打たれた傷によって、われわれはいやされたのです。」（イザヤ53:5）（マタイ26:26-28、ヨハネ6:51、第１コリント11:23-30も参照して下さい。）

１９．教　会

　　教会は、単なる宗教的な団体や、組織ではなく、キリストのからだであると私達は信じます。また多くの人が考えるように、単なる宗教的な建物や、礼拝の場所ではないのです。「いと高き者は、手で造った家の内にはお住みにならない」からです。（使徒行伝7:48）　そして「神は霊であるから、礼拝する者も、霊とまこととをもって礼拝すべきである。」（ヨハネ4:24）　教会とは、再び生まれた人達によって構成された霊的な存在なのです。クリスチャン団体や、宗派へ加入することとは全く関係ありません。（エペソ1:22､23、2:19-22、第１コリント12:12-14）

２０．偉大な任務：

　　私達は主が御自身の教会に与えられた偉大な任務とは、「全世界に出て行って、全ての造られたものに福音を宣べ伝える」ことだと信じています。（マルコ16:15）　これは神の教会の最大の仕事であり、救われた者に向けられた主イエス・キリストの明白なメッセージだと確信しています。事実それは、主が昇天される前に御自身の従者達に告げられた、最後の指示だったのです。私達はこれが、生まれ変った信者の人生における第一目的となるべきだと信じています。キリストの愛を全世界に知らせ、神の天国の御国に人々を勝ち取るのを望むことです。信者が宗派や学会から、福音伝道の公式の聖職位を受けたにせよ、受けてないにせよ、それは関係なく、全てのクリスチャンが福音を宣べ伝え、キリストのために人々を導き、それによって主の御国のために永遠の実を結ぶために、任命されていると信じています。「あなたがたがわたしを選んだのではない。わたしがあなたがたを選んだのである。そして、あなたがたを立てた。それは、あなたがたが行って実を結ぶためである」（ヨハネ15:16）（マタイ28:19,20、使徒行伝1:8、第２テモテ4:2、第１ペテロ3:15、箴言14:25、使徒行伝26:18、第１コリント9:16も参照）

２１．献　身

　　クリスチャンは、主に一生を捧げ、完全にその人生を主に与え、献身するべきであり、主のためにただ何かをするだけではなく、また自分の目や他の人の目に偉大な者となるのではなく、「あなたがたの体を、神に喜ばれる、生きた、聖なる供え物としてささげなければなりません。それが、「あなたがたのなすべき霊的な礼拝」なのです。（ローマ12:1）　それによって主が私達を通して、私達の内に、「その願いを起させ、かつ実現に至らせ... 神のよしとされるところ」を行なわれるのです。（ピリピ2:13）　私達は主を愛しているので、その一生を捧げており、それは主が私達を最初に愛され、主に属する者となる事で喜びを感じているからなのです。（ガラテヤ2:20、第１ヨハネ4:19、詩篇40:8を参照）

　　私達は、イエスが御自身の血によって自分達をあがなって下さったと知っている故に、自分の命がもはや自分のものではなく、主のものであることも悟っています。それゆえ私達は、「肉における残りの生涯を、もはや人間の欲情によらず、神の御旨によって過ごす」べきだと信じているのです。（第１ペテロ4:2 ）　私達の体は主のものであり、主の御霊が宿る主の宮なので、私達は自分の体を麻薬やアルコール、タバコやその他の有害で自然ではないもので体に害を与えることはしません。「あなたがたは神の宮であって、神の御霊が自分のうちに宿っている事を知らないのか。もし人が、神の宮を破壊するなら、神はその人を滅ぼすであろう。なぜなら、神の宮は聖なるものであり、そしてあなたがたはその宮なのだからである。あなたがたは、代価を払って買いとられたのだ。それだから自分のからだをもって、神の栄光をあらわしなさい。｣(第１コリント3:16,17、6:20）

　　また献身しているクリスチャンの人生は、主についての目に見える見本であるべきだと確信しています。「イエスの命が、この身に現れるためである。」（第２コリント4:10）　主は私達が「あなたがたの光を人々の前に輝かし、そして、人々があなたがたの良い行ないを見て、天にいますあなたがたの父をあがめるようにする」ようにと命じておられます。（マタイ5:16）　それゆえ他の人々にキリストの人生や愛を示すものとなる、信者の行動や振る舞いは、内なる神への献身度を大きく示すものであると、私達は考えています。（ピリピ2:15、第１ペテロ2:12、第１ヨハネ3:18を参照）

２２．世俗からの分離

　　私達は、献身しているクリスチャンは、「この世と妥協してはならない。むしろ、心を新たにすることによって、造りかえられ」（ローマ12:2）るように、神に召された者であると信じています。また、「世と世にあるものとを、愛してはいけない。もし、世を愛する者があれば、父の愛は彼のうちにない。すべて世にあるもの、すなわち、肉の欲、目の欲、持ち物の誇りは、父から出たものではなく、世から出たものである。」（第１ヨハネ2:15,16）と聖書にある訓戒に忠実に従っています。私達はこれを、信者は非クリスチャン的な娯楽や世俗的な慣習を避けるべきであるだけでなく、世俗的な態度や考え方に従う事も避けるべきだという意味に解釈しています。「悪しき者のはかりごとに歩まず、罪びとの道に立たず、あざける者の座にすわらぬ人はさいわいである。」（詩篇1:1）

　　しかし、私達は聖書が神の民に対して「彼ら［不信者］の間から出て行き、彼らと分離せよ」（第２コリント6:17）と命令していると信じているものの、この信者の分離とは、聖人ぶった、あるいは律法主義のしきたりや人間のモラルによって指示されるべきではなく、むしろ聖書にある前例や聖霊の導き、また私達のまわりの人の必要に合わせるべきだと思っています。当時の宗教的共同体からは村八分にされていた人々に、イエスは地上を巡られた時、こだわりなく宣教し、彼らに手を差し伸べられました。それによって、イエスは独善的で律法主義的な敵から軽蔑され、非難を受けたのです。彼らはイエスを「取税人や罪びとらの友」（マタイ9:10-14、11:19）であると愚弄しました。私達は「世の者ではない」（ヨハネ17:16）ものの、やはり世にいるのであり、この世で神の御心にかなった生き方、つまり他の人々に手を差しのべ、この世に「失われたものを尋ね出して救うため」（ルカ19:10）に来られたイエスの例にならうようにと努力すべきです。（エペソ5:11,12、ヤコブ4:4、第２コリント6:14-17も参照して下さい。）

２３．義のために受ける迫害

　　私達は、イエス・キリストのために活発に伝道して生きるクリスチャンは迫害を受けると信じています。聖書には「いったい、キリスト・イエスにあって信心深く生きようとする者は、みな、迫害を受ける。」（第２テモテ3:12）とはっきり書かれています。イエスは、自分を完全にイエスにゆだねる者は必ず迫害されるであろうと、実際に言われたのです。「だれでもわたしのために、また福音のために、家、兄弟、姉妹、母、父、子、もしくは畑を捨てた者は、必ずその百倍を…迫害と共に受け、また、きたるべき世では永遠の生命を受ける。」（マルコ10:29,30）

　　私達は「出来る事なら、できる限りすべての人と平和に過ごし」（ローマ12:18）、「あなたを訴える者と一緒に道を行く時には、その途中で早く仲直りをしなさい。そうしないと、その訴える者はあなたを裁判官にわたし、裁判官は下役にわたし、そして、あなたは獄に入れられるであろう」（マタイ5:25）と書かれている聖書の訓戒に従おうと努力しているものの、私達が伝える主のメッセージを拒む人達が、それを彼らに伝えようと努めるメッセンジャーをも同様に拒むのは、避けられないと認識しています。

　　完全で罪のない神の御子が、その真理と愛を拒んだ世界から、悪口を言われ、拒まれ、見下され、暴力的に迫害され、十字架に架けられた事を知っているので、私達は「弟子はその師以上のものではなく、僕はその主人以上の者ではない。もし家の主人がベルゼブル［悪魔］と言われるならば、その家の者どもはなおさら、どんなにか悪く言われることであろう。」（マタイ10:24,25）というイエスの警告を、この上なく真剣に心に留めています。「もしこの世があなたがたを憎むならば、あなたがたよりも先にわたしを憎んだことを、知っておくがよい。もしあなたがたがこの世から出たものであったなら、この世は、あなたがたを自分のものとして愛したであろう。しかし、あなたがたはこの世のものではない。かえって、わたしがあなたがたをこの世から選び出したのである。だから、この世はあなたがたを憎むのである。僕はその主人にまさるものではない。もし人々がわたしを迫害したなら、あなたがたをも迫害するであろう…彼らはわたしの名のゆえに、あなたがたに対してすべてそれらのことをするであろう。それは、わたしをつかわされたかたを彼らが知らないからである。」（ヨハネ15:18-21）

　　私達は「神を愛する者たちにとって、すべての事は共に働いて益となる」（ローマ8:28）事を知っており、それは迫害も同じです。それはしばしば、神が私達の益になるように使われる「形を変えた祝福」であって、私達を「試み」るため、（第１ペテロ 4:12-14、ダニエル11:35)　また「一つの町で迫害されたなら、他の町へ逃げなさい。」（マタイ10:23 、使徒行伝8:1）とあるように、私達のメッセージが必要な別の地域に私達を散らすため、また「この宗派については、いたるところで反対のあることが、わたしたちの耳にもはいっている」（使徒行伝28:22、詩篇76:10）とあるように、私達と私達のメッセージへと人々の関心を引くためなどです。ですから「わたしのために人々があなたがたをののしり、また迫害し、あなたがたに対し偽って様々の悪口を言う時には、あなたがたは、さいわいである。喜び、よろこべ、天においてあなたがたの受ける報いは大きい。あなたがたより前の預言者たちも、同じように迫害されたのである。」（マタイ5:11,12 ）というイエスの言葉に勇気づけられています。（ピリピ1:29、ルカ6:26、ヨハネ16:1,2、使徒行伝7:51,52 も参照して下さい。）

２４．弟子としての資格

　　私達は、全時間の弟子となって従うという、キリストのチャレンジに応えることは、信者として、この上なく高い特権だと信じています。また、そのような全時間の奉仕へのイエスからの召しは、「わたしについてきなさい。あなたがたを、人間をとる漁師にしてあげよう」（マタイ4:19）と、彼がガリラヤの海岸で、漁師に呼び掛けた時から基本的には何も変っていないとも信じています。最初の使徒や弟子の場合がそうだったように、私達は、自分達を完全に主にゆだねて、主の教えと手本に従い、主への愛と私達のために払われた主の犠牲への感謝から、自分達の人生を主に完全に捧げるために、主に召されたと信じています。（ヨハネ12:26、13:15を参照して下さい。）

　　私達は、弟子になるためには次の様な条件が課されると、聖句から確信しています：

　　ａ）単に「言葉や口先だけではなく、行いと真実とをもって」（第１ヨハネ3:18）イエス・キリストに対して完全に献身すること。弟子となるには、御言葉の中に表れている神の純粋な御心を喜んで受け入れるために、自分の個人的な意志や願望を脇に置くことが要求されます。「誰でもわたしについてきたいと思うなら、自分を捨て、日々自分の十字架を負うて、わたしに従ってきなさい。自分の命を救おうと思う者はそれを失い、わたしのために自分の命を失う者は、それを救うであろう。」（ルカ9:23,24）

　　ある面では、自己犠牲として支払われるべき代価は非常に高いので、私達は、弟子という神の召しに耳を傾ける事を考慮する人々には誰でも、そのような道を進む努力をする前に、真剣によくよく「代価を計算」する事を強く主張します。その反面、「罪びとらのこのような反抗を耐え忍んだ方のことを思い」（ヘブル12:3）、私達に救いをもたらすために、キリストが耐え忍んで下さった、測り知れない犠牲と苦悩を認識すれば、どうしてイエスから何かを控える事ができるでしょうか？（ルカ14:25-33、ピリピ3:7,8）

　　ｂ）キリストに他の人達を導き［「実を結ぶ」］、イエスの弟子として彼に従うように彼らを教え、訓練するという決意。「あなたがたが実を豊かに結び、そしてわたしの弟子となるならば、それによって、わたしの父は栄光をお受けになるであろう。」（ヨハネ15:8）　「それゆえに、あなたがたは行って、すべての国民を弟子とし…あなたがたに命じておいた一切の事を守るように教えよ。」（マタイ28:19,20）

　　ｃ）物質的な富を追求することや、その他すべての世俗的で物質主義的な野心と試みを捨て、それらと縁を切る事。「兵役に服している者は、この世のことに煩わされてはいない。ただ、兵を募った司令官を喜ばせようと努める。」（第２テモテ2:4）　弟子は「上にあるものを思うべきであって、地上のものに心を引かれてはならない。」（コロサイ3:2）と強く勧告されています。キリストは「それと同じように、あなたがたのうちで、自分の財産をことごとく捨て切るものでなくては、わたしの弟子となることはできない。」（ルカ14:33）と言われた時、弟子としての厳しい面をはっきりと述べられました。（マタイ6:19-34、マルコ10:21、ヘブル11:13も参照して下さい。）

　　ｄ）たとえ聖書に書いてある命令に従うことが、家族や友人や愛する者たちの願いや意向と相反する時でさえも、明らかにされた神の御心を、自分の人生で徹底して最優先させること。「だれでも、父、母、妻、子、兄弟、姉妹、さらに自分の命までも憎んで、わたしのもとに来るのでなければ、わたしの弟子となることはできない。」（ルカ14:26）［ここでいう「憎む」という言葉は、「神への態度に比べて、それほど重視したり、関心を払ったりしない」という意味として理解されています］（マタイ10:34-38、12:48-50、ルカ9:59-62 も参照して下さい。）

　　（「弟子」という言葉の辞書の定義は、「師の教えを信じて従い、その教えを広めるのを助ける者」とあります。理想的な弟子とは、１２使徒が通ったような、全時間、師に従い、師と共にいられるという特権のゆえに、すべての世俗的慣習を断ち切ることであるのは、福音の記述から明らかにくみとれます。しかし「教えに従う」ことについては様々なレベルがあると思います。私達は自分達が弟子の理想的な形、つまり初めの１２使徒のパターンにならって従うように召されていると感じています。しかし、誰にでもこういう生活が出来るわけではありません。聖書を読めば、１２使徒の他に、明らかに全時間イエスに従って共に生活してはいなかったものの、やはり弟子と見なされた人達もいた事がわかります。例えば「ユダヤ人をはばかって、ひそかにイエスの弟子となった」［ヨハネ19:38 ］アリマタヤのヨセフなどです。私達は、自分の人生をキリストにゆだねる程度は、個々の信仰と確信の問題だと信じています。）

２５．協調のとれた共同生活

　　私達は、新約聖書に記載された初代教会の純朴な生活様式は、ただに歴史物語といったものではなく、その後々の世代の信者にとっても、典型的なパターンと模範となるよう神が意図されていたと信じています。「信者たちがみな一緒にいて、いっさいの物を共有に」（使徒行伝2:44）していた、初代教会の非利己的で協力的な生活様式は、ただ実用的また経済的な面で未熟な運動にとって、極めて有益だっただけではありません。もっと重要な事に、そのような生活様式によって育成された親密な仲間意識と精神的団結が、宗教的な敵やはなはだしい偶像崇拝をする異教徒のローマ人達の、際限のない敵対行為から、息抜きのために初代の弟子達に必要とされた精神的安息の地を提供したのです。同様に、現在の私達も、協調的共同生活が実用面と精神面の両方で有益であり、それがキリストの福音によってすべての人々に手を差し伸べるという、私達の目標を達成する上で、非常に助けになるとわかりました。

　　（マルコ10:29,30、使徒行伝2:44,45、4:34,35、詩篇133:1も参照して下さい。）

２６．子供達とその世話

　　私達は、子供達は神からの素晴らしい贈り物であり、神が子供達によって私達を祝福し、彼らを私達の手に預けられるのだと信じています。「見よ、子供たちは神から賜わった嗣業であり、胎の実は報いの賜物である。」（詩篇127:3）とあるからです。従って、子供達の肉体的、情緒的、心理的、また精神的必要は、十分に満足するまで満たされるべきだというのが、私達の確信するところです。神が私達に与えられた子供達の世話は、主要な責任であり、日々の生活と神への奉仕において、主要な部分をなすと見ています。それが理由で、私達のコミュニティのメンバーは全員、子供達が出来る限り健全で愛情深く、安心できる、神の御心にかなった環境で育てられるよう、最大限に努力することを奨励されています。

　　私達は、子供達がその早い発育期に受ける訓練が、生涯を通じて彼らを導くようになると信じています。つまり、「子をその行くべき道に従って教えよ、そうすれば年老いても、それを離れることがない」（箴言22:6）のです。使徒である聖ヨハネは、すべてのクリスチャンである親が持つべき心情を、こうして完璧に表現しています。「わたしの子供たちが真理のうちを歩いていることを聞く以上に、大きい喜びはない。」（第３ヨハネ4）　これが理由で、私達は子供達に、神と神の御言葉への深い感謝の気持ちと尊敬と愛、それにそこに含まれる聖なる教えを植え付け、「主の薫陶と訓戒とによって、彼らを育て」（エペソ6:4）ようとしているのです。（詩篇127:3-5、エペソ6:4、第２テモテ3:15、箴言22:6、申命記6:6,7、詩篇34:11、サムエル記上1:28も参照して下さい。）

２７．生命の神聖さ

　　私達は、人命は尊いものであり、一人一人は神の姿に従って創造された、一人の人間として扱われる権利があると信じています。聖書は、胎児は単なる細胞の集まりではなく、個性を持った一人の人間として、神に尊ばれている存在だということを明記しています。主は預言者エレミヤにこう言われたのです。「わたしはあなたをまだ母の胎につくらないさきに、あなたを知り、あなたがまだ生れないさきに、あなたを聖別し、あなたを立てて万国の預言者とした。」（エレミヤ1:5）　詩篇の作者であるダビデはこう祈りました。「わたしが隠れた所で造られ、地の深い所でつづり合わされたとき、わたしの骨はあなたに隠れることがなかった。あなたの目は、まだできあがらないわたしのからだを見られた。わたしのためにつくられたわがよわいの日のまだ一日もなかったとき、わたしの肢体［からだの部分］はことごとくあなたの書にしるされた。」（詩篇139:15,16）　現代の胎児学は、疑いの余地もなく、人の生命は受精の時から始まることを証明しています。つまり、発育しつつある子供は、私達の誰もが享受している保護と保証を、すべて受けるに値するのです。これらすべての理由から、私達は中絶には真っ向から反対しています。（創世記1:27、2:7、詩篇139:14-16、エレミヤ2:34,35、使徒行伝7:19を参照して下さい。）

２８．政府と宗教の自由

　　私達は自分達が「地上では旅人であり寄留者である」（ヘブル11:13）と信じてはいるものの、人間社会への貢献と、またその良い秩序の維持のために、政府は神から任命されたものだという、聖書の教えも信じています。「あなたがたはすべて人の立てた制度に、主のゆえに従いなさい。全ての人は、上に立つ権威に従うべきである。何故なら神によらない権威はなく、おおよそ存在している権威は、すべて神によって立てられたものだからである。」（第１ペテロ2:13、ローマ13:1）

　　それゆえ、行政官のために祈るべきであり、国の法律には敬意を払い、従うべきです。このことに関する唯一の例外は、信仰についてであり、人が決めた法律への従順が、神の律法への不従順につながる時です。この先例として、使徒行伝の中で使徒ペテロとヨハネが、他の人々にイエスへの信仰を証しすることを、サンヒドリンによって禁止された時が挙げられます。（サンヒドリンとは強い権力を持つユダヤ人の裁判所であり、キリストの時代からエルサレム崩壊のA.D.70までの間、ユダヤ地方全体を通して、民事、刑事の両方の裁判を裁いていました。）「そこで［サンヒリドン］は二人［ペテロとヨハネ］を呼び入れて、イエスの名によって語ることも説くことも、いっさい相成らぬと言いわたした。ペテロとヨハネとは、これに対して言った、『神に聞き従うよりも、あなたがたに聞き従う方が、神の前に正しいかどうか、判断してもらいたい。わたしたちとしては、自分の見たこと聞いたことを、語らないわけにはいかない』」（使徒行伝4:18-20）

　　イエス・キリストは王の王、主の主であられ、人の法律や布告が私達の信仰や、他の人々に私達の信仰を証しするという義務に反するような場合には、「人間に従うよりは、神に従うべきである。」と言った使徒達と同じ立場を私達は取ります。（ローマ12:18、13:1-7、第１ペテロ2:17、マタイ22:21、23:10、箴言8:15,16、黙示録19:16 も参照）

２９．終末、または預言に関する考察：

　　（以下の教義や教えが真実で適切であると思っていますが、先に述べた信条とは異なり、これらは、 主からのはっきりとした明確な言葉に基づいた教義ではなく、大部分がまだ実現していない聖書の預言という、ややミステリアスな課題を扱っています。そのため以下の終末論についての見解は、上の声明文に比べて、様々な解釈の余地あることはわかっています。私達は、これらの教義に対しては、先に述べたような、より明白な教義に対してほど、強い支持を求めているわけではありません。）

　　私達は、聖書の中で「終わりの時」や「終末」として知られている時期に生きていると信じています。それはイエス・キリストが再び戻ってくる直前の時期の事を指しており、「この世の国は、我らの主とそのキリストとの国となった。主は世々限りなく支配なさるであろう」という時です。（黙示録11:15）　聖書の預言を細かく分析した結果、私達が信じるようになった事柄の要約を以下にあげます。

　　ａ）実現した預言：具体的にキリストの再臨前の世界の状態を予告した聖書の預言や「時のしるし」は、私達の世代において現実となっており、私達が、本当に終わりの時に生きているのだということを裏付けています。「人の子の現れるのも、ちょうどノアの時のようであろう。」（マタイ24:37）　「悪人と詐欺師とは人を惑わし人に惑わされて、悪から悪へと落ちていく。」(第２テモテ3:13)(マタイ16:3,24章、第２テモテ3:1-7も参照）

　　ｂ）アンチキリスト：イエスの再臨の７年前に、聖書では「獣」「不法の者」「滅びの子」または「反キリスト」と呼ばれる、強力な世界指導者が密かに権力を握り、敵対し合う中東の主要諸国と「堅く契約［和平条約］を結ぶ」（ダニエル9:27）ほどの強力な影響力を持ち、中東危機の中心となっているエルサレムに焦点をあてるようになります。この契約の承認によって、おそらくエルサレムが国際共有都市とされ、ユダヤ人がモリヤ山の神殿への出入りが許されるようになって、そこを自分達の神殿として取り戻し、二千年近く途絶えていた動物のいけにえを捧げる儀式を再開するように思われます。（第１ヨハネ2:18、第２テサロニケ2:1-4,9、黙示録13:4,7）

　　ｃ）大患難：この和平が開始してから３年半後、悪魔に取り付かれたアンチキリストは、和平条約を破棄し、ユダヤ人が神殿で崇拝するのを禁止し、自分が神であると宣言します。そして世界中からの尊敬と崇拝を要求するのです。この時彼は、国際的なクレジット・システムを導入し、この扇動政治家のマークまたはナンバー、「獣の刻印」を右手か額に持つものだけが、法的に必要な物資を売買することを許されるようになるのです。以上の出来事は、聖書の中で「大患難期」（マタイ24:21 ）として知られており、社会の混乱及び宗教の迫害という、前例のない時期に全世界が突入するのです。この圧政的なアンチキリスト政府が教会に対して、残忍な抑圧を行なうにもかかわらず、数えきれないほどのクリスチャンが、獣の猛攻撃を生き延び、主が帰って来るまで大胆に救いの福音を宣べ伝えるのです。（ダニエル9:27、11:31、第２テサロニケ2:4、マタイ24:15,21、黙示録11:3-6、13:7、12:11も参照。）

　　ｄ）キリストの再臨：３年半の大患難期の終わりには、イエス・キリストが地上に戻ってくるというクライマックスがあります。「その時に起る患難の後…人の子のしるしが天に現れるであろう。またそのとき、地のすべての民族は嘆き、そして力と大いなる栄光とをもって、人の子が天の雲に乗って来るのを、人々は見るであろう。」（マタイ24:29,30）　救われている信者達全員がその時、超自然的にラプチャーによって、残酷な迫害者から解放されるのです。ラプチャーとは信者達が、イエスが復活された時のような、栄光に満ちた体に変り、主に会うために宙に上がっていくという奇跡的なイベントです。

　　この時、一度死んでこの世を去り、天で主と共にいたあらゆる時代の救われている人々の霊が、墓からよみがえった栄光に満ちた新しい体と結合します。「主ご自身が天使のかしらの声と神のラッパの鳴り響くうちに、合図の声で、天から下ってこられる。その時、キリストにあって死んだ人々が、まず最初によみがえり、それから生き残っているわたしたちが、彼らと共に雲に包まれて引き上げられ、空中で主に会い、こうして、いつも主と共にいるであろう。」（第１テサロニケ4:16,17 ）（マタイ24:29,30、黙示録1:7、第１コリント15:51,52、ピリピ3:20,21も参照）

　　ｅ）小羊の婚宴、神の怒り、ハルマゲドンの戦い：ラプチャーと復活に続いて、救われた者は天国で素晴らしい「小羊の婚宴」に出席し、地上で果たした主の奉仕への報酬を受けるために、キリストの裁きの御座の前に立ちます。その間神の裁きの御使いが、神の災いと怒りをアンチキリストとその従者達にふり注ぎ、ハルマゲドンの戦いで終結を迎えます。その戦いでは、イエスと天の軍勢が天からやって来て、サタンの取りついたアンチキリストと、その邪悪な軍勢を完全に打ち負かし、滅ぼすのです。（黙示録7:9,13-17と19章、２コリント5:10、ダニエル12:2,3、黙示録14:9,10、16:1-21も参照）

　　ｆ）キリストの千年間の統治：イエス・キリストとその勝利に満ちた天国の軍勢は、それから全世界における完全な支配を握り、ハルマゲドンの戦いで生き残った者を治め、統治し、神の御国を地上に築きます。正義、公正、真の義がついに地上に広がるのです。サタンは底知れぬ所に投獄され、人間の起こした残酷で分別のない戦争は終わり、地上に以前にあったような、楽園の状態を取り戻すのです。これは千年続くので、至福千年として知られています。（ダニエル2:44、黙示録20:1-4,6、5:10、イザヤ2:2-4、11:6-9、詩篇46:9、エレミヤ31:34を参照）

　　ｇ）ゴグとマゴグの戦い、そして新しい天と新しい地：至福千年が終わると、サタンはキリストとその義の王国の統治に従うのを拒否した、ハルマゲドンの戦いからの生き残り者をだますために、「しばらくの間だけ」獄から釈放されます。(黙示録20:3,7） この頑固な反抗者達は再びサタンに従い、結集して謀反を起こすのですが、激動の「ゴグとマゴグの戦い」で敗れ、終わりを迎えるのです。その戦いで、神は超自然的な火の洪水を彼らの上に注ぎます。その大火は猛烈なので、地表面を溶かし、海を蒸発させ、大気圏を消滅させます。「天は大音響をたてて消え去り、天体は焼けてくずれ、地とその上に造り出されたものも、みな焼きつくされるであろう。」（第２ペテロ3:10）　神はそれから清められた地上に、新鮮で新しく汚染されていない空気と共に、新しい美しい地を再び創造されるのです。（黙示録20:7-9、第２ペテロ3:10-13 、イザヤ40:4を参照）

　　ｈ）白い御座の裁き：全時代における救われていない死者がその時甦り、神の御前で恐ろしい「大いなる白い御座の裁き」を受けます。それは黙示録の中に書かれてあります。「また見ていると、大きな白い御座があり、そこにいますかたがあった。天も地も御顔の前から逃げ去って、あとかたもなくなった。また、死んでいた者が、大いなる者も小さき者も共に、御座の前に立っているのが見えた。かずかずの書物が開かれたが、もう一つの書物が開かれた。これはいのちの書であった。死人はそのしわざに応じ、この書物に書かれていることにしたがって、さばかれた。このいのちの書に名がしるされていない者はみな、火の池に投げ込まれた。」（黙示録20:11,12,15）

　　ｉ）新しいエルサレム：神の素晴らしい天国の都市、新しいエルサレムはそれから、天からの大きな宝石が新しい天国のような地上に冠するかのように、下りてきます。天国の都市は神の救われた子供達全員のための、栄光に満ちた永遠の天の故郷、全世代の希望であり、ついに「見よ、神の幕屋が人と共にあり、神が人と共に住み、人は神の民となり、神自ら人と共にいまして、人の目から涙を全くぬぐいとって下さる。もはや、死もなく、悲しみも、叫びも、痛みもない。先のものが、すでに過ぎ去る」場所なのです。（黙示録21:3,4）（黙示録21章と22章の残りの節も参照）

３０．結　論

　　私達は、キリスト教の全宗派、及び教派の神の人々に対し、私達が共通して持っている聖書の真理によって立ち上がり、「信仰のために戦う」ようにと切に求めます。（ユダ３節）　神の愛によって、皆さんに祝福がありますように！　イエスの御名によって、アァメン。




